


あなたの幸せ

それは

私の願い

あなたの笑顔

それは

私の幸せ



うそでもいいよ

その笑顔を近くで見られるなら

うそでもいいよ

その優しい手に触れられるなら

うそでもいいよ

名前を呼んでくれるなら

でも

『愛してる』なんて

意地悪なうそは

つかないでね



今夜の月は真ん丸だね

星もたくさん見えるね

電話の向こうで

あなたが言う

同じ空を見てるのに

声はこんなに近いのに

早く会いたい

早くその指に触れたい

ふくらみ続けるあなたへの想いは

止められないけど

おやすみと

受話器を置く

明日また

あなたの声が届くことを

星に願って

そして

少しでも早く

あなたに会えることを

月に祈って

 
 



始まってしまった恋に

顔を背け

過去の恋に

目を向ける

現実逃避ばかりする

弱い私



大切なものを

守りたいと思う時

人の心は

勇気に満ちて

誰よりも

何よりも

強い自分でいたいと

強い自分でなければと

胸に誓う

そして

こんなにも

大切だと思う気持ちに

ハッとする



聞きなれた声が

遠くなった時

私の涙は

散る花びらと共に

地へ吸い込まれ

次の季節へと

消えていくのだろう

うつむくのは趣味じゃない

月が雲に隠れたら

星が眠りについたら

暗闇へと

真っ直ぐに進んで行こう

何も怖くない

そこに光があるなら

それを信じて

歩くだけ

簡単に手の届く幸せは

本当の幸せなんかじゃないってこと

あなたが教えてくれたから

もう少し頑張れそうだよ

だから

思い出の中から

そっと

背中を押してね


